
ゆいぽーとアーティストインレジデンスをお手伝い　KYAF活動2020レポート展できゃふ！
主催：KYAF 勝手にゆいぽーととかアーツファンズ

蓮輪康人「0.01」にしてKYAF想ふ
写真は会ったことがない人・見たことがない人と、0.01㎞離れた部屋で、音声だけで会話をして、お互いにその人の顔を想像して描いたお面をかぶり写真
を撮った作品です。「それは相手が想像していた、もう一つの自分の顔です」と蓮輪さんは記しています。アーティストと関わると、わからなかったもう一人
の自分や、知らなかった新潟に気づかされることがあります。わからないから、おもしろい。

写真／ゆいぽーと
2020招聘プログラム秋季 
蓮輪康人作品「0.01」より

2/
19 (金)
20 (土)
21 (日)
23 (火・祝)
10：00-17：00
（23日のみ16:00まで）

オンラインイベント　　　　　　　　　　　2/20(土)19：00～（2時間）　申込不要・無料

アーティストZoomトークをYOUTUBEでライブ配信
Zoom登壇：ゆいぽーと2020年滞在アーティスト
　　　　 井上唯・千葉麻十佳・IchikoFunai
　　　　蓮輪康人・杉原信幸＋中村綾花
進行：五十嵐奈穂子・内山航（KYAF）・佐藤帆乃香（ゆいぽーと）

KYAFきゃふ FACEBOOK

KYAFきゃふYOUTUBE

き　　　　　ゃ　　　　　ふ　　　　　　　　　                   て　　ん

新潟市美術館市民ギャラリー
新潟市中央区西大畑街5191-9　新潟市美術館内

無料　

2021



「KYAF（きゃふ）」は、ゆいぽーと（旧二葉中学校、現新潟市芸術創造村・国際青少年センター）

のファンクラブみたいなメンバーの集まりです。K勝手にYゆいぽーととかAアーツFファン

ズ、の略でファンはFANとFUNをかけ「アートを楽しむものたち」の意です。

ゆいぽーとでは色々な事業の一つとして、公募で選ばれた年８組のアーティストが、施設内

で１̃３か月生活しながら、作品制作やリサーチ、ワークショップなどを行うアーティストイ

ンレジデンス事業（略してAIRえあ）が行われています。

KYAFはアーティストとの交流やお手伝いを2020年から意識的に始めました。写真や作品

の一部を使ってその活動レポート展をします。オンラインイベントでは、2020年にゆいぽー

とAIRをしたアーティスト５組とトークイベントをします。

ふだん会う機会が少ないアーティストと直接会って話ができるのはとても刺激的で面白い。

またアーティストには新潟での滞在期間を有意義に過ごして新潟ファンになってほしい。

ぜひレポート展で交流の様子をご覧になって皆さんもゆいぽーとへ出掛けてみてください。

主催・問合せ／ KYAF勝手にゆいぽーととかアーツファンズ　
　　　　　　　phone: 090-4399-4566　mail: ign20050619@gmail.com (五十嵐)
FACEBOOK　https://www.facebook.com/katteniyuiportartsfans/
協力／新潟市芸術創造村・国際青少年センター（ゆいぽーと）
ゆいぽーと／〒951-8102新潟市中央区二葉町2-5932-7（旧二葉中学校）
　　　　　　　phone: 025-201-7530
　　　　　　　　                                                 

井上唯 (滋賀県在住)　
自主活動プログラム2020冬1ヶ月滞在。
海岸で漂流物を集め「唯ぽーと：海辺の漂流物
収集所」と題し展示。井上との交流がKYAF
始動のきっかけ。KYAFのアドバイザー的
存在。

Zoom登壇者　2/20（土）19：00～ 申込不要 無料 KYAFのYOUTUBEでライヴ配信（予定）

千葉麻十佳 （札幌市在住）　
自主活動プログラム2020夏1ヶ月滞在
巨大なレンズで砂を焼成、砂を絵具にし日本
画を描いたり、「太陽がなくなったら」という
WSで映像制作。「新潟in宇宙」と発表。「太陽
がなくなったら」は現在札幌で再び制作中。

IchikoFunai（現在ポルトガル滞在）　
自主活動プログラム2020夏1ヶ月滞在
古町商店街から不要品の材料を集め、「私の
街の民族衣装」をテーマにコスチュームを制
作。市民モデルの夫婦ユニット「ハアフーフ」
家族が着てお披露目。

蓮輪康人 （東京都在住）　
招聘プログラム2020秋3ヶ月滞在
ロシアのウラジオストクと新潟市民とが関
わった映像インスタレーション「836」、親子
合宿で「100000000」、お面を描く「0.01」と
数字、顔をテーマに制作。

杉原信幸＋中村綾花 （長野県在住）　
招聘プログラム2020秋3ヶ月滞在
鮭の皮で長さ8ｍもの宙に浮かぶ舟を制作し
砂丘館で展示。新潟の舞踏家堀川久子らとパ
フォーマンス。舟を作る子供ワークショップ
を開催、作品展示。

KYAF五十嵐奈穂子（新潟市西区在住）
「水と土の芸術祭」がきっかけで趣味でアー
ティストと関わり始める。①

佐藤帆乃香（ゆいぽーと）　
アーティスト・イン・レジデンスをはじめと
した文化芸術活動支援事業を担当。②

KYAF内山航（新潟市中央区在住）
新潟市市議会議員
新潟青年会議所専務理事。
にいがた元気プロジェクト理事
千葉麻十佳作品制作に参加。

この事業は、新潟市から補助金を受けて実施します。　

《新潟市美術館市民ギャラリーでの新型ウィルス感染症対策についてお願い》

発熱や体調不良の方のご入場はご遠慮ください。
マスク着用、手指の消毒にご協力ください。

アーティストが滞在制作をする「ゆいぽーと」
KYAF（きゃふ）は、アーティストと交流したい。
アーティストに、新潟を好きになってほしい。
…本当は、
私たち自身が新潟をもっと楽しみたい。

ゆいぽーとHOME PAGE

制作お手伝い 撮影

お気に入り新潟を案内

商店街や市民モデル

おすすめの飯をともに！

人つなぎ

まず会いに行ってみる ワークショップ参加

手仕事、材料集め イベント企画／ 2020.8月Ichiko Funaiと新潟お笑い集団NAMARA金子ボボトーク

□□□□□□□□□□

Ⓒ中村脩 Ⓒ中村脩

❶

❷

アーティストと交流したい、などKYAF、ゆいぽーとにお気軽にお問合せください！

ゆいぽーとエントランス


